
■ 令和８年度からの新しい教育計画（概要）について 

「日本一楽しい学校」を目指して ～未来を生き抜く力を育む「サキドリ研究事業」への挑戦～ 

長崎市立城山小学校 校長 宮田 幸治 

 

 日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。  

 さて、本校はこの度、文部科学省より全国 332校の先行事例として「教育課程柔軟化サキドリ研究校」

に指定されました。日本全国のすべての学校が自校の教育課程編成の拠り所とする国の学習指導要領が

改訂され、その具体的な内容が次年度には示される予定です。その改訂の方向性と国から示された実践

内容の求めに応じて、令和 8年度より次年度の教育計画を大きくアップデートいたします。 

 なぜ今、学校が変わらなければならないのか、そして本校がどのような未来を子供たちに届け

ようとしているのか、その内容についてご説明いたします。 

 

１ なぜ今、教育の形を変える必要があるのでしょうか？  

 私たちが今向き合っているのは、これまでの常識が通用しない「予測困難な時代」の到来です。 

 

 

 

 

 

 

 本校の学校教育目標である「いたわり はげます 平和な学校」、そして合言葉である「Peace  

飛び交う、日本一楽しい学校をつくろう」を実現するためには、時代に合わせた柔軟な仕組みが

必要と考えます。 

 

２ 「サキドリ研究事業」と、本校が取り組む「一つの手法」について 

 この事業の核心は、学びの「柔軟性」にあります。 現在、

一部で「40 分授業や午前中 5 時間制にすること自体が目的

である」という誤解があり、不安を煽ることとなっている

状況があることを耳にしていますが、それはあくまで大きな 

目的を達成するための「一つの手法」に過ぎません。本校の  

真のねらいは、授業時間を少しずつ調整することで、   

これまでになかった「裁量的な時間（財産としての時間）」

を生み出すことにあります。 

 

３ 生み出した時間で何をするのか？（具体例） 

 子供たちの実態に合わせ、次のような「個別最適な学び」の設定などを検討中です。 

 

 

 

 

 

【社会の激変】 

 2050年には人口が 1億人を切り、AI（人工知能）が日常に浸透する「Society 5.0」が到来します。

【学びのアップデート】 

知識を詰め込む「暗記型」の学びから、膨大な情報から必要なものを選び、自ら「なぜ？」

と問い、他者と協力して解決する 「令和の日本型教育」 「究究的な学び」へと転換が求められ

ていることに対応していきます。 

⚫ 学力テストの結果から見えてきた、一人ひとりの苦手分野に応じた「習熟度別学習」や

「学び直しのサポート」の計画的な実施。行事の計画立案と実践など考える活動の充実。 

⚫ スポーツや文化、平和学習や地域学習など、子供たちが興味を持ったテーマを深く掘り下げ

る得意を伸ばす究究学習の設定、低学年からの段階的な情報教育や生活習慣力向上の取組。 

⚫ 子供の自由な時間の保証や運動機会の確保、パラスポーツ・レクスポーツ体験、遊び  

教室開催等を通じた体力向上。 （体育科の授業改善研究は 40 分授業展開検討の中で進め

ることを検討中です。）                       



４ 先生の「ゆとり」が、子供たちの「笑顔」に直結します 

 本事業のもう一つの大きな願いは、教員が「子供一人ひとりと向き合う時間」を確保することです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「先生が元気なら、授業が楽しい。授業が楽しければ、子供は伸びる。」 この好循環こそが、   

城山小学校が目指す「ウェルビーイング（幸福感）」な平和な学校の姿です。 

 

５ 終わりに 

 今回の取組について、「授業時間が短くなって学力は 

大丈夫か？」というご不安もあるかと思います。     

しかし、先行実施している全国の研究開発校のデータ

では、学力は維持、あるいは向上していることが証明

されています。重要なのは授業の「長さ」ではなく、

「質」と「密度」なのです。 

 本校は国から指定を受けた研究校として、学習指導要領に

基づき国に申請した年間授業時数は確実に確保し、   

それに対応して増加させた授業コマ数を有効に活用し

ていきます。また、学習の指導内容の精選やカリキュ

ラム編成、授業展開の工夫などを含めて、文部科学省、

県・市の教育員会の指導を受けながら、実証研究を  

進めてまいります。これは、「今後予測困難な世の中を

生き抜く、子供たちの未来」のための取組です。 

 子供たちの成長を共に支え、学校、家庭、地域が  

「チーム城山」として本事業に取り組むことができれ

ば、その効果は大きいものとなるものと考えています。 

未来を創る子供たちのために、皆様のご理解とご協力

を、心よりお願い申し上げます。 

【質の高い授業準備】 

 教材研究や授業準備、ICT活用の計画等の時間を確保することで、子供たちが「わかる！」と実感で

きる授業作りにつなげていきます。また、学年チームでの打合せや学習計画の検討を行っていきます。 

【心の SOS に気づく余裕】 

 先生の心に余裕が生まれることで、子供たちの小さな変化や悩みにいち早く気づき、寄り

添うことができます。学年チームや全職員での子供の様子の情報共有や対応策の検討などを

早期に確実に行っていきます。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


